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最大値 Am-A｡/2をとるOここで2つのパラメーター Am,fm は実験結果を上式にフ
イットして決定される｡Fig.1中の曲線はフイットした結果であり, 実験データとの一




















§3. 結果 と解析 川 )
転位 の減衰機構 について,
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Fig･2･(a) fm dm-β プロット























一定温度 Tfに保った時の転位密度の時間変化を観測 した｡その結果,転位は予想通 り
2次反応的に減少し,時間と共に ｣ -｣｡+1/(At+B)のように変化することが見出
された｡転位の移動が古典的な熱活性化過程による場合には,反応の速さを表わす量A






















名大理 上 羽 牧 夫
§1. は じめ に
固体における量子性は零点振動が大きいことにまずあらわれるが,更に粒子のいれか
ゎりがおこるような場合には固体を構成する粒子の統計が現象に反映するoFermi粒子
からなる固体ならばスピン秩序が発生するし,Bose粒子ならば超流動相の存在が問題と
なる｡
このことを最初にとりあげたのはAndreevとLirshitzl)であるo大きな量子効果のため
に結晶内の点欠陥 (空格子点,不純物など)は局在化せずにバンドをつくるoこのバン
ドの幅が大きくてバンドの底のエネルギー ･ギャップがなくなると巨視的な数の格子欠
陥が基底状態で存在する(零点ディフェクトン)O これが_Bose凝縮した状態で超流動固
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